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心理学における効果の大きさとばらつき
日　　時　：　平成24年2月25日（土） 13:00 ～ 17:45
場　　所　：　専修大学生田校舎10号館1階 10103教室
総合司会　：　岡田 謙介（心理科学研究センター研究員／専修大学講師）
上　　映　：　「The PHD Movie」
研究報告　：　大久保 街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
　　　　　　　　「心理学における統計改革（1）」
　　　　　　　岡田 謙介 （心理科学研究センター研究員／専修大学講師）
　　　　　　　　「心理学における統計改革（2）」
講　演1 ：　井関 龍太 （日本学術振興会特別研究員（PD）・京都大学）
　　　　　　　　「実験心理学者にとっての効果量」
講　演2 ：　山形 伸二 （独立行政法人 大学入試センター特任助教）
　　　　　　　　「行動遺伝学からみた効果量－遺伝子と環境はどのように個性を生み出すか－」
講　演3 ：　奥村 泰之 （独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター外来研究員）
　　　　　　　　「検定力分析と標準化効果量を超えて－正確度分析と非標準化効果量－」
　専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センターでは，これまで蓄積された
さまざまな心理学における研究成果を尊重しながら，研究対象や領域によって点在する知
見を柔軟かつ合理的に結びつけ，種々の「心の連続性」を明らかにすることで，心理学の
再統合に取り組みます。また，その結果として，一つの学問体系としての融合的心理科学
を創成し，より一貫した心理学の研究および教育へとつなげることを目的としております。
今回，心理科学研究センター設立後2回目のシンポジウムを，「心理学における効果の大き
さとばらつき」を主題として開催することとなりました。本シンポジウムでは，2名のセン
ター員が今年度の成果の一部を発表します。また，心理学の様々な領域において，効果の
大きさを定量的に評価し最先端の研究に携わっている3名の先生方をお招きし，ご発表をい
ただきます。議論を深めるため，各演題とも質疑応答の時間を多めにとってあります。また，
これら研究発表の前には，現在研究者の間で世界的に大きな話題を呼び，各国の大学で上
映会が行われているThe PHD Movieを首都圏の大学として初めて上映し，議論の導入とい
たします。
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心理科学研究センター 平成 23年度 第 2 回シンポジウム
件名を「2/25心理科学シンポジウム」とし、①氏名（ふりがな）、②郵便番号、③住所、④電話番号を
明記のうえ、下記のメールアドレスまたはFAX番号までお送りください。
15：15～16：00
井関　龍太 （日本学術振興会特別研究員（PD）・京都大学）
「実験心理学者にとっての効果量」
16：15～17：00
山形　伸二 （独立行政法人 大学入試センター特任助教）
「行動遺伝学からみた効果量
－遺伝子と環境はどのように個性を生み出すか－」
17：00～17：45
奥村　泰之 （独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター外来研究員）
「検定力分析と標準化効果量を超えて
－正確度分析と非標準化効果量－」
講
　
　演
14：30～14：45
大久保　街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
「心理学における統計改革（1）」
14：45～15：00
岡田　謙介 （心理科学研究センター研究員／専修大学講師）
「心理学における統計改革（2）」
15：00～15：15　－質疑応答－
研
究
報
告
　
司会・進行 岡田　謙介（心理科学研究センター研究員／専修大学講師）
お申込み・お問合せ
融合的心理科学の創成：心の連続性を探る文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成23年度選定事業
専修大学生田校舎　10号館1階
平成24年2月25日（土）
13:00～17:45（受付12：30～）
〒214-8580　神奈川県川崎市多摩区東三田2-1-1
e-mail：socio@acc.senshu-u.ac.jp  TEL：044-911-1347  FAX：044-911-1348
※お申込み時にいただいた個人情報は、専修大学からのお知らせや連絡、または個人が特定できないようにして統計処理等を行う目的で使用します。
■申込み締切：2月20日（月）
専修大学社会知性開発研究センター事務課
■  向ヶ丘遊園駅（小田急線）北口より「専修大学前」・「聖マリアンナ医科大学」・「あざみ野」行きバスで約10分 →　
　　専修大学120年記念館前下車 徒歩3分
■  向ヶ丘遊園駅（小田急線）南口より徒歩14分
■ あざみ野駅（東急田園都市線・横浜市営地下鉄）より「向ヶ丘遊園駅」行きバスで約35分→専修大学120年記念館前下車 徒歩3分
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主催：専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センター　 協賛：日本行動計量学会
13：00～14：15
The PHD Movie上映 ※英語での上映となります。
　10103教室
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【趣旨説明】
岡田 謙介（心理科学研究センター研究員／専修大学講師）
　こんにちは。本日はお足もとの悪い中，このシンポジウム，「心理学における効果の大きさとば
らつき」にお集まりいただきまして，本当にどうもありがとうございます。本日司会を務めます専
修大学の岡田と申します。よろしくお願いいたします。
　このシンポジウムは，「文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」により，本年度よ
り5年間設定されています専修大学心理科学研究センターの研究プロジェクト「融合的心理科学
の創成：心の連続性を探る」の一環として行われるものです。本日のプログラムはお手もとにも
おありかと存じますが，このような予定で進めたいと考えております。まず導入としてThe PHD 
Movieの上映を行います。それから休憩を挟んで専修大学の2名による導入のトーク，そして3名
の講師の先生方によるご講演という流れを予定しております。
【映画解説】
　それでは「The PHD Movie」の上映に移りたいと思います。この映画は英語圏のアカデミア
に非常に人気のあるサイト，PHD Comicsというサイトの映画版になっております。スライドに示
しましたのはNature誌による紹介記事ですが，研究の世界に生きる若者たちの姿を，時にユーモ
ラスに，時にまじめに描いた作品になっています。昨年9月に公開されて以降，映画館には配給
されていないのですが，世界各国の大学もしくは研究機関において上映会が続々と行われていま
す。日本では九州大学，関西学院大学，大阪大学などでこれまで上映が行われてきましたが，本
日の上映は首都圏では初の上映になると考えています。また，これは私的な情報ですが，字幕の
つく上映は日本では初かもしれないとうかがっております。
　期待の高まるところですが，本編の上映に早速入りたいと考えています。よろしくお願いいた
します。
【上映】
　『The PHD Movie （制作：カリフォルニア工科大学 Jorge Cham）』
（岡田）　それでは14時半になりましたので，トークセッションを始めたいと思います。今回は3名
の講師の先生方をお招きしてのシンポジウムということですが，その前に我々専修大学の心理科
学研究センターの2名，大久保先生と私・岡田から，簡単に導入の話，心理学における統計改革⑴，
⑵のお話をさせていただきたいと思っております。まずは大久保街亜先生，よろしくお願いします。
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【趣旨説明】岡田　謙介（心理科学研究センター研究員）
【研究報告】大久保　街亜（心理科学研究センター研究員）
【研究報告】岡田　謙介（心理科学研究センター研究員）
【講演1】井関　龍太氏
【講演2】山形　伸二氏
【講演3】奥村　泰之氏
